








“Œ‰Ì•u‰Â•Û–é‰ä“z–ƒ•v•l

ŒÜ
Žl

( 8
•r

(9) • q ’ @ • r( H
•r

(ƒ • • r • Î ˆäƒ}ƒcŽ• •q–¾Ž¡ŽO• \ ˜Z”N•¶• r •B( “ ú ) • w ‹ õ — t ‹ I • s • x ˆ ê ˆ ê ‹ ã ˆ ê • Å • B(U)

• w • ² – ì Ž s Ž j • x ˆ ê ‰ ž • c ˆ ê ‰ ª • O Ž n • E Ž O • Å • B • w • ² – ì Ž s Ž j • x ’ Ê Ž j • Ò • ã Š ª ˆ ê
ˆ ê Ž l • Å • B

ƒn “ú ) •w • ²– ìŽsŽ j • x • ”–âŽk •üŽ tŽn •EŽ l ‹ãŽ l

1
˜Z“ñ“ñ•Å(•º˜aŽl•\ŽO

”N•A•‘“yŠÙ‘åŠw•lŒÃŠwŒ¤‹†Žº‚É‚æ‚Á‚Ä”­Œ@’²•¸‚³‚ê‚½‚Æ‚ ‚ é ) • B

(Žž)•Ù˜_•A“Œ‰Ì•uˆÀ‰ÂŒ©–é–ƒ•v•l(•w•‚—t•x‘æ‹ã•\•†•A•ŠŽû•r

Ž Q • Æ • B

(Œû•r’•

( 3
• r ‚ É “ ¯ ‚ ¶ • B

•q•‘)“V••‹I•\“ñ”N•\“ñŒŽ•ð‚É•u•”‰¤ŒÜˆÊˆÉ•¨‰¤•E‘å‹Ñ‰º‰H“cŒö

”ª•‘•E•¬‹Ñ‰º‘½•b•iŽ¡•E•¬‹Ñ‰º’†‹•˜A‘å“ˆ•Aˆä‚Ä”»Š¯•E˜^Žj•E•H• ŽÒ“™‚ðˆâ‚µ‚Ä•A“V‰º‚É•„•s‚«‚Ä•A•”•‘‚Ì‹«•ä‚ðŒÀ•ª‚Ó•B•v“V•••\ŽO”N•\ŒŽ•ð•uˆÉ•¨‰¤“™‚ðŒ­‚µ‚Ä•A•”•‘‚Ì•ä‚ð’è‚ß‚µ‚Þ•v‚Æ‚ ‚è•A‘åŒn–{“ª’•‚É(•w“ú–{•‘‹I‰º•vŽl˜Z

O
•Å)

•u•\Žl”N•\ŒŽ•AˆÉ•¨‰¤“™‚ª“Œ•‘‚É•‹‚¢‚½‚Æ‚ ‚é‚Ì ‚à‚±‚Ì‚ ÌŒp‘± ‚Å‚   ‚ë ‚¤•v ‚Æ‚¢ ‚Á‚Ä‚¢ ‚é•B

(“ú)•u•ã–Ñ–ìˆÉ“Þ—Ç‚Ì•À•l||‹õ—t’n—•‚ÌˆêŠÂ‚Æ‚µ‚Ä

•§–‘̃ aŒ£-‘æŒÜ•\˜Z•†•A•ŠŽû•r•B

ƒnm v

ƒR̂ê‘j•A•w•²–ìŽsŽj•x•A • ã ‰ ª ’ è ˆ ê – ¯ ( – ¾ Ž ¡ Ž l • \ ” N • ¶ ) • B• º ˜ a Œ Ü • \ ˜ Z ” N • B• ¼ “ c • C • w – œ — t ‚ Ì • A • ¨ • x • B

‘ å Ž « “ T • x • B

ƒnŒ¶•r’¬Žj•x“ñŽl̂ê̂ê—Ç‚É‚à•A‚±‚Ì–¼•Ì‚Ì‚ ‚é•B

•º˜a˜Z•\ˆê”N˜ZŒŽ•\ŒÜ“ú•e•º˜a˜Z•\ˆê”N‹ãŒŽŠ|’ù

•t‹L
–{•e‚Í‚Ì•Š•Ý•l‹†‚Ì‚½‚ß•A’·”N‚É‚í‚½‚èŒQ”n

Œ§‰º‹y‚Ñ“È–Ø‚ð’T•õ‚µ‚½Œ‹‰Ê‚ÌŽûŠn‚Å‚ ‚é•B’²•̧ ‚É‚ ‚½‚è‚²‹¦—Í‚ðŽ’‚Á‚½’¬—ðŽlˆê–¯‘­Ž‘—¿ŠÙ•A‚È‚ç‚Ñ‚É•uƒJƒzƒ„•À•v•Õ‚Ì‹ß‚­‚É‚¨•Z‚¢‚Ì•ã‰ª’èˆêŽ•‚É•S‚©‚ç‚¨—ç‚ð•\‚µ•ã‚°‚éŽŸ‘æ‚Å‚   ‚ é • B

L 

•A



一寸

、芳

こ
の

文
集
は
神
戸
女
子
大
学
東
西
文
化
研
究
所
の

し

一一一

て
刊
行
さ
れ
た
。

か
昭
和
三
十
二
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で
の
こ
八
年
間

v」
、

ー

『
沢
鴻
博
士
喜

『
国
語

文
学
』

『
神
戸
女
子
大

寿

』
等
に
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
の
集
大
成
で
あ
る
。

第
二
部
が
訓

内
容
は
、
第
一
部
が
作
品
・

で
計
三
部
ニ

一
一一一

一

三
部
が

一一

ら
な
る
。

こ
の
う
ち
の

)
は
、
発
表
当
時
に
拝
読
し
て
大
層
新
鮮
な
感
動
を
覚

ぇ
、
多
く
の

か
し
い
想
い
出
を
伴
う
も
の
で
あ
る

っ
た
と
い

カ
研
究
者
に
多
く
の

を
与
え
つ
つ
あ
る
現
在
、
待
望
の
(
し

が
、
氏

か
し
氏
の
御
謙
虚
さ
に
よ
っ
て
遅
き
に
過
ぎ
た
と

え
な
く
も
な
い
)

の
刊
行
を
見
た
こ
と
は
、
学
界
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
扱
わ
れ
た
問
題
は
広

範
多
岐
に
わ
た
っ
て
浅
学
な
私
に
は
充
分
に
理
解
が
届
き
か
ね
、

ゆ
く
り

に
も
限

り
が
あ
り
、
部
分
的
な
感
想
の
披
歴
に
な
る
こ
と
を
予
め
お
宥
し

で
あ
る
。

0... 

」ー

山

出

第
一
部
の
作
品
・
作
者
論
の
う
ち
、

の
無
記
名
歌
に
つ
い

「
遺
新

て
」
は
、
巻
十
五

半
の
使
人
等
の

一
四
五
首
の
内
、
九
八
首
の

名

歌
の

で
、
従
来
の
作
者
単
数
(
大
伴
三
中
・
一
無
名
氏
)

説
、
作
者
複
数
(
三
中
を
含
む
多
数
・
不
特
定
多
数
)
説
に
対
し
て
、
氏
は
身

分
の
低
い
傑
人
・

の
中
の
一

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
を
想

定
さ
れ
た
。

に
す
る
条
件
の
一
つ
は
、
麻
里
布
の
浦
を
行
く

の
成
立

時
の
歌

(
三
六
一
ニ

O
J七
〉
の
中
で
麻
里
布
の
浦
が
三
箇
所
(
一
三
ハ
一
二

。
、
一
ニ
六
三
二
、
三
六
三
五
)
に
、
ま
た
引

の
亭
で
作

七
首
公
三
ハ
七

四
J
八
O
)
の
中
で
鳴
鹿
の
閉
じ
発
想
の
歌
が
三

(
三
六
七
回
、
三
六
七

八
、
三
六
八

O
)
に
分
散
的
に

り
返
し
配
列
さ
れ
て
い
る
事
実
で
、
こ
れ
は

氏
の

な
指
摘
に
よ
る
。

た
だ
、
三
中
単
独
作
説
を
否
定
さ
れ
る
の

の
中
か
ら
三
中
を
排
除
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る で
き
る
が
、
複
数
の
作
者

残
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

の
死
に
際
し
て
の
公
的
な
意
義
を
も
っ
挽
歌
の

五
五



藤
原
芳
男
氏
著

品
考
」

五
六

配
列
は
、
無
記
名
の
長
歌
(
三
六
八
八
J
九

O
)
が

老
の
長
歌
(
三
六

ー
と
思
ふ
の
で
」
と
「
相
手
の
愛
を
受
け
入
れ
た
郎
女
の
親
愛
と
将
来
へ
の
期

九
一

J
一
ニ
〉
と
六
鯖
の
長
歌
(
三
六
九
四

i
六
)
に
先
行
し
、
表
現
内
容
も
こ

待
の
情
が

の
修
辞
の
中
に
こ
め
ら
れ
て
ゐ
る
」

る
と
こ
ろ
に
新

の
ニ
人
に
比
べ
遜
色
が
な
い
。
こ
の
作
者
を
身
分
が
低
い
と
限
定
し
、
三
中
の

見
を
示
さ
れ
た
。

よ
う
な
歌
人

な
い
こ
と
に
は
不
安
が
残
る
。
無
記
名
歌
中
の

「
一
一
吉
の
別
案
を
も
っ
歌
(
三
六
四
三
、
三
六
五
回
、
一
三
ハ
六
一
〉
を
三
中

怨
恨
歌
を
郎
女
自
身
の
恋
の
回
想
と
と
れ
ば
、
家
持
等
大
伴
家
の
若
い
人
々

の
恋
や

の

に
触
発
さ
れ
て
、
自
身
の
生
涯
で
唯
一
の
忘
れ

L 、
麻

自
身
の
作
と
推
定
さ
れ
る
井
手
歪
氏

め
ぐ
っ
て
」

(
「
柿
本
人
麻
呂
の

/¥、

を

呂
と
の
恋
を
回
顧
し
た
追
体
験
的
な
作
品
と
把
握
さ
れ
た
氏
の
説
は
最
も
妥
当

研
究
』

一
、
昭
四
七
〉
、
ま
た
無
記
名
歌
作
者
の
中
に
、

で
あ
ろ
う
。

使
人
等
全
員
の

を
企
画
し
、
自

し
な
が

に
援
助
指
導

た
だ
、
怨
恨
歌
を
め
ぐ
っ
て
は
、
娘

の
恋
の
代
作
と
見
る
説

し
た
中
心
人
物
の
三
中
を
含
め
て
考
え
ら
れ
る

田

の

(
「
今
ひ
と

の
怨
恨
歌

l
」

『
高
葉
』
八

た
び
の
ク
秋
。
|
高
葉
集
の

の
一
と
し
て
見
た
る

『
国
語
国
文
研
究
』
六

O
、
昭
五
三
・
七
〉
等
も
あ
り
、
な
お
検
討
を
要

人
の
歌

四
、
昭
四
九
・
六
〉
と
、
怨
情
を

と
す
る

と
見
る
説
(
小
野
寺
静

1-. 

子
氏
「
怨
恨
の
歌

伴
坂
上
郎
女
の
志
向
す
る
世
界
|
」

七
九
、

す
る
が
、
氏

は

の
歌
群
の
考
察
に
重
要
な
視
点
を
提
供
す

昭
四
七
・
五
。

「
天
平
の
女
歌
人
」

の
歌
人
と
作
品

下
n... 

る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
五

O
。
東
茂
美
氏
「
『
怨
恨
歌
』

/ヘ

1-. 

大

ヵ:

「
ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
こ
し
て
|
大
伴
坂
上
郎
女
私
孜
l
」
は
、
坂
上
郎
女

(
4
六
一
九
J
二
O
)
の
中
に
表
現
し
た
「
君
」

学
論
集
』

一
八
ノ
三
・
四
、
昭
六

0
・
一
一
一
他
)
が

さ
れ
て
お
り
、

の
該
当
者
と
し

の
表
現
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
今
後
の

あ
ろ
う
。

て
、
従
来
推
定
さ
れ
て
来
た
大
伴
宿
奈
麻
昌
・
同
駿
河
麻
呂
・

の
三

の
郎
女
」
は
、
郎
女
と
女
郎
に
区
別
が
な
い
と
い
う
一
般
の

人
の
内
、
麻
口
口
を
妥
当
と
さ
れ
る
論
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
に
麻
呂
が
郎
女
と
年

対
し
て
、
氏
は
両
者
に
身
分
上
裁
然
と
区
別
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

齢
的
に
ほ
ぼ
等
し
く
、

(
麻
巴
4
五
二
二
J
四
、
郎
女
五
二
五
J

記
紀
に
お
け
る
郎
女
(
郎
姫
・
郎
援
)

-
王
女
に
も
用
い
ら
れ

と
思
へ
ば
」
の
表
現
を
、

八
)
の
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
特
に
郎
女
の
答
歌
(
五
二
八
)
の
「
奈
我
来

「
お
前
さ
ん
が
通
っ
て
く
る
|
二
人
の
関
係
が
長
く

の
場
合
と
区
別
さ
れ
る
が
、
高
葉
集
で
は
①
大
伴
坂

ヵ:

「J
女
郎
」
と
記
さ
れ
る
例
が
皆
無
で
あ
り
、
②
旅
人
の
一
女
子
(
家
持
の



妹
)
は
大
伴
女
郎
と
記
さ
れ
て
、
旅
人
の
妻
や
妹
坂
上
郎
女
の
大
伴
郎
女
と
区

は

り
高
安
王
治
下
の
難
波
の
浦
の
海
人
で
、

を
と
こ
〉
の
手

別
さ
れ
て
お
り
、
③
「
女
郎
字
回
二
山
田
郎
女
-
也
」

と
女

カ
同
意
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
り
も
、

「
山
田
の

(
2
一
二
九
注
)
は
郎
女

な
る
奔
放
な
石

に
は
」
ま
で
が
「
ふ
る
(
旧
)
」

に
な
っ
て
い
る
と
見
る
と
、
「
ふ

る
」
は
「
わ
が
衣
」
が
「
新
砲
」

(
氏
は
こ
と
ご
と
し
い
朝
服
で
は
な
く
、
筑

川
女
郎
に
対
し
て
、
人
は
逆
説
的
に
郎
女
な
る
称
号
を
上
っ
た
」
と
解
さ
れ
、

り
の
贈
り
物
に
ふ
さ
わ
し
く
、
新
調
し
た
綿
入
れ
の
ふ
だ
ん

さ
れ

④
集
中
七
人
の
郎
女
の
う
ち
伝
の
明
ら
か
な
四
人
と
伝
未
詳
の
一
一
一
人
に
共
通
す

る
)
で
あ
る
こ
と
に
も
対
応
す
る
と
し
、

一
首
の
大
意
を
「
私
の
贈
る
こ
の

る
の
は
権
門
の
出
で
、

一
五
件
の
女
郎
の
内
一
二
件
ま
で
が
伝
未
詳
の
女

物
を
人
に
は
お
着
せ
に
な
ら
ぬ
や
う
に
、

(
網
引
き
す

の
海
人
の
手
に

性
で
、
両
者
の
聞
に
明
ら
か
に
身
分
上
の
相
違
が
あ
り
、
高
葉
の

(
或
は

は
触
れ
る
、
で
は
な
い
が
〉
た
と
ひ
旧
く
な
っ
て
も
。

(
こ
れ
は
あ
な
た
へ
の

家
持
)
が
一
種
の
敬
称
と
し
て
一
般
貴
族
の
女
性
に
は
女
郎
、

や
権
門

私
の
贈
り
物
な
の
だ
か
ら
と

さ
れ
た
。

の
特
定
の
女
性
に
は
特
に
郎
女
な
る
呼
称
を
用
い
た
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
娘
子

を
と
こ
」
が
高
安
王
あ
る
い
は
王
周
辺
の
人
を
指
す
の
か
、
海
人
・

は
概
ね
卑
姓
の
女
性
達
を
指
す
と

れ
た
。
周
到

で
き
る
説
で
あ

旅
人
の
使
者
・
新
砲
の
製
作
者
の
何
れ
を
指
す
の
か
問
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ

る
と
思
う
。
な
お
小
野
寛
氏
に
娘
子
は
遊
行
女
婦
か
卑
姓
の
出
で
は
あ
る
が
女

が
、
氏
は
諸
説
に
認
め
ら
れ
る
抵
触
を
解
消
す
る
た
め
に
序
調
に
含
め
て
、
合

官
に
な
っ
た
女

に
参
着
さ
れ
る
べ

見
る
説
(
『
大
伴
家
持
研
究
』
昭
五
五
)
が
あ
り
、

で
あ
る
。

共

理
的
な
解
決
の
方
法
を
示
さ
れ
た
。

同

司

Z

旬、

宇
J

争
j

こ
」
が
王

'" 

も
)
を
指
す
と
見
る
場
合
、
貴
族
官
人
階
級
の
人
達
を
海
人
と
呼
ぶ
よ
う
な
非

「
わ
が
衣
人
に
な
着
せ
そ
」
は
、
天
平
二
年
(
七
三

O
)
十
二
月
に

の

礼
は
当
時
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ

途
に
つ
い
た
新
大
納
言
大
伴
旅
人
が
、
難
設
で

夫
高
安
王
の
出
迎
え
を

ろ
う
か
。

例
え
ば
、

井
村
哲
夫
氏
は
旅
人
が
王
に

の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

受
け
た
折
、
新
抱
に
添
え
て

つ

り
、
こ
の
抱
を
身
に
ま
と
っ
た

と
こ
」
の
王
の

を
所
望
し
た
と

わ
が
衣
人
に
な
着
せ

る

を
と
こ
の
手
に
は
触
る
と
も

さ
れ
た
(
「
網
引
き
ず
る

を
と
こ

と

と

よ
『
図
説
日
本
の

(
4
五
七
七
〉

一一、

昭
五
三
・
四
)
。

ー・1

を
と
こ
」
と
歌
い
か
け
た
の
は
非

に
新
し
い
解
釈
を
試
み
ら
れ
た
。

礼
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
王
の

心
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
点
に
共

「
わ
が
衣
」
は
わ
が
心
入
れ
の
衣
で
あ
り
、

「
網
引
き
ず
る

を
と
こ
」

感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

『
寓
葉
作

五
七



藤
原
芳
男
氏
著
『

品
考
』

五
八

「
日
本
挽
歌
の
妹
」
は
、
憶
良
の
歌
中
の
「
妹
」
が
憶
良
・
旅
人
い
ず
れ
の

1¥ 
¥J  

「
憶
良
の
挽
歌
詩
」

(
『
女
子
大
国
文
』
八
三
、
昭
五
三
・

妻
か
と
い

守
山
上
憶
良
上
」
が を
め
ぐ
り
、
①
左
注
の
「

五
年
七
月
二
十
一

六
〉
が
墓
誌
・

の
仏
教
文
の

に
基
づ
く
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

の
旅
人
宛
の

と
あ
る
の
と

な
区

て
証
明
さ
れ
た
。
だ
が
芳
賀
氏
の
挙
例
の
中
に
見
ら
れ
る
コ
ニ
従
」

「
四
徳
」

別
の
認
め
ら
れ

で
旅
人
へ
の
献
上
を
意
味
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

の
語
が
「
夫
人
葉
氏
、
優
一
一
遊
四
徳
「

ー
一
二
従
こ

〈
情
「
挑

「
日
本
挽
歌
」
を
代
作
と
見
る
こ
と
が
共
に
否
定

さ
れ
る
と
し
、
②
旅
人
に
献
上
さ
れ
た
代
作
な
ら
ば
、
旅
人
の
口

「
妹
」
を
旅
人
の
妻
と
見
、

墓
誌
」
)
、

、
志
挟
ニ
於
三
従
引
清
閑
守
レ
静
、
摺
合
ニ
於
四
徳
円
借

に
一
致
す

老
之
望
、

-
衡
門
こ

「
為
人
妻
祥
設
斎
」
〉
等
の
よ
う
に
、

亡
き

る

が
要
求
さ
れ
る
の
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
ず
、

の
序
文
は
必
ず
し

夫
人
の

に
簡
潔
に
触
れ
る
時
の
常
套
的
な
句
法
な
の
で
あ
り
、
憶
良
の
文

も
諜
や
京
策
文
の
体

せ
ず
、

コ
ニ
従
」

「
四
徳
」
も
死
者
の
美
質
徳
行

中
に
お
い
て
も
、

の

を
賞
揚
す
る
表
現
と
見
得
る
証
と
な
る
。

「=一

る
も
の
で
は
な
く
、
④
憶
良
の
七
夕
歌
の
牽
牛
の

ゃ
、
梅
花
の

従」撲
け
ら
れ
る
負
ひ
目
と
も
い
ふ
べ
き
徳
目
」
で
あ
る
と
の
指
摘
に
賛
成
で
あ
る

「
四
徳
」
の
実
際
が
、
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
当
時
の
女
性
一
般
の

歌
の
「
ひ
と
り
見
つ
つ
や
」
の

tま

「
妹
」
が
憶
良
の
妻
で
あ
る
こ
と
の

証
に
な
る
と
説
か
れ
る
。

が
、
現
在
の

の

を
そ
の
ま
ま
哀
悼
文
の
解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と

V 

'-

に
対
す
る
意
見
は
別
に
述
べ
た
の
で
(
拙
著
『
山
上
憶
良
の
研
究
』

は
疑
問
で
あ
る
。
④
七
夕

や
梅
花

を
証
と
す
る
の
は
当
た
ら
な

ど
用
法
上
に
区
別
が
あ
る
の
か

で
あ
る
。
近
刊
の
井
村
哲
夫
氏
の

い
で
あ
ろ
う
。
共
に
旅
人
の
館
で
の
作
で
、
七
夕
歌
の

は
、
犬
伴
郎
女
を
失
っ
た
旅
人
の
心
を
慮
つ
て
の
も
の
と
解
釈
す
る
余
地

に
逢
え
ぬ
牽
牛
の

昭
五
一
)
、

は
避
け
る
が
、
①
「
上
」
と

は
氏
が

わ
れ
る
ほ

集
全
注

巻
第
五
』

(
昭
五
九
)
に
、

「
上
」
は
「
表
」

が
あ
り
、
梅
花
の

に
さ
き
が
け
て
咲

一
緒
に
賞
美
し
た
く
て
参
上
し
た
と
い
う
、
旅
人
に
対
す
る
挨
拶
の
意

独
り
で
見
る
の
で
は
な
く

上
」ー

釈

の
意
で
、

」
は
よ
り
丁
寧
で
は
あ
る
が
、
「
上
」

し

と

の
区
別
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
と
説
か
れ
る
の
が
首
肯
で

得
る
こ
と
は
、

に
小
著
の
中
に
も
述
べ
た
。

「
妹
」
は
や
は
り
旅
人
の
妻
と

き
る
。
②
の

は
、
代
作
あ
る
い
は
当
事
者
の

に
立
つ
創
作
で
は
必
ず

見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
も
不
可
欠
の
条
件
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
否
定
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
③
先

そ
の
他
、

-， 

上
口
号
二
首
」
は
表
題
の
作
者
不
明
歌
二

行
の
漢
詩
文
の
粉
本
に
対
す
る
指
摘
は
、
中
西
進
氏
『
山
上
憶
良
』

〈
昭
四

首
(
見
四

O
四
四
J
五
)
の
一
首
目
を
田
辺
福
麻
目
、
ニ
首
目

の



作
と
認
め
る
新
見
を
示
さ
れ
、

の
上
に
鳴
く
な
る

の
」
は
天
平
十
年

現
実
を
見
据
え
て
、

つ
独
自
の
歌
境
を
開
い
た
こ
と
を
高

(
七
三
八
)
八
月
の
右
大
臣
橘
家
の

の
作
者
不
明
歌
二

(
8
一
五
七

〈
評
価
さ
れ
る
等
新
見
卓
説
に
富
ん
で
い
る
。

次
ぎ
に
第
二
部
の
訓
義
論
の
う
ち
、

「
沖
つ

の
玉

ち
て
」

四
J
五
)
の
作
者
を
右
大

甚
だ

の
高
い
推
定
を
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
中
臣
宅
守
弟
上
娘

」
は
、
宅
守
歌
中
に

の

t主

議
入
を
推
定
さ
れ
、

の

の
作
や
宅
守
歌
中
の
連
作
的

荒
磯
之
玉
藻

伊
隠
去
者

6
九
一
八
〉

の
存
在
等
に
つ
い
て
考
察
の
上
、
二
人
の

は
娘
子
の
メ
モ
に
基
づ

の
第
三
句
「
潮
干
」
の
旧
訓
「
シ
ホ
」
と
「
シ
ホ
ヒ
」
の
い
ず
れ
を
取
る
べ
き

く
と
し
て
、

の

「
夏
の
野
に
わ
が
見
し
草

カミ

さ
れ
た
も
の
。

の
大
納
言

集
中
に
「
潮
干
(
塩
干
・
志
保
悲
ど
と
い
う
体
言
、

ち」

や

呂
の
田
村
第
行
幸
啓
の
折
、
命
婦
が
詠
し
た
御
製
(
凶
四
二
六

八
)
に
、
大
納
言
以
下
の
人
々
に
対
す
る
賞
賛
の
寓
意
を
指
摘
さ
れ
、

干
(
て
)
」
等
の
動
詞
の
例
は
求
め
ら
れ
る
が
、

唯
一
例
の

ち
」
と

「
大
宰

L 、

は
あ
り
得
な
い
と
さ
れ
、
特
に
「
干
」
の
字
は
「
子
」
と
混

の

の
歌
」

(
口
三
八
九
O
J九
)
は
、
題
調
に
「
像
従

同
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
、

「
子
」
は

(
特
に
『
詩
経
』
〉

に
お
い
て

等
別
取
一
一
海
路
一
入
京
」
と
は
あ
る
が
、

を
発
っ

に
向
か
う
道
中
の

「
ユ
ク
」

「
コ
コ
ご
等
種
々
の
訓

れ
る
例
も
多
い
が
、
助
辞
と
扱
う

作
と
解
す
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
、

「
梅
花
ノ
歌
の
性
格
」
は
、
天
平
二
年
正
月

場
合
に
従
っ
て
こ
こ

大
宰
帥

に
催
さ
れ

の
宴

(
5
八
一
五
J
四
六
)
の
作
者
の
記

た

の
表
現
に
倣
つ

に
つ
づ
く
「
伊
隠
」
の
「
伊
」
が
元
暦
校
本
等
に
「
但
」
と
あ
る

の
す
き
び
と
考
え
、
ま

し
方
・
歌
の
趣
の

に
よ
り
、
宴
歌
群
に
底
流
す
る
性
格
が
一
淡
然
自
放
、

の
を
根
拠
に
本
文
を

と
改
訂
し
て
「
シ
ホ
ミ
チ
テ
」
と
訓
み
、

快
然
自
足
」
の
心
境
の

ろ
う
と
し
た
こ
と
を
浮
彫
り
に
さ
れ
、

「
犬
伴

句

」
を
「
カ
グ
ロ
ヒ
ユ
カ
パ
」
と

こ
と
を
主
張
さ
れ
た
。

ノ
歌
」
は
、
山
上
憶
良
の
歌

(
5
八
八
六
J
九
一
)
の
序

示
唆
さ
れ
る
歌
の
成
立
事
情
を
推
測
し
て
、
麻
田
陽
春
・
憶
良

伝
に

と
解
釈
に
無
理
の
無
い
釈
然
と
し
た
説
で
あ
る
。

は
実

「
東
の
大
寸
御
門
」
は
、

i 

の
宮
の
舎
人
等
の

て
作
る
歌
ニ

用
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

「
田
辺
福
麻
呂
の
行
旅
死
人
の
歌
」
は
、

十
三
首
」
の
一

(
2
一
八
六
)
の
「
大
寸
」
の
訓
を
め
ぐ
り
「
タ
ギ
ノ
ミ
カ

一
首

(
9
一
八
O
O
)
の
歌
詞
の

れ
、
福
麻
呂
:

め
た
目
で

ド
」
と
「
オ
ホ
キ
ミ
カ
ド
」
が
対
立
し
て
い
る
が
、
民
は
「
タ
ギ
ノ
ミ
カ
ド
」

藤
原
芳
男
氏
著

ιヨ

五
九



b 

六
O

の
訓
を
支
持
し
、
こ
れ
に
否
定
的
な
旧
説
の
挙
げ
る
三
つ
の

に
詳
細
な
反

は
明
快
で
あ
る
が
、
こ

t土

の
「
大
寸
」

「
太
寸
」
は

を
加
え
ら
れ
た
。

「
オ
ホ
キ
」

と
訓
む
例
ば
か
り
で
、

明
ら
か
に

「
タ
ギ
ノ
」

tま

①
「
寸
」
は
仮
字
で
下
に
「
ノ
」
の
辞
の
読
み
添
え
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い

「
多
芸
能
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

一
首
の
ご
日
に
は
千
た
び
参
り
し
」
が

う
説
(
考
)
に
対
し
て
、
集
中
に

み
添
え
の
類
例
の
乏
し
く
な
い
こ
と
、
②

日
並

を
表
す
の

「
大
き
御
門
」

み
て

O
九
他
〉

「
寸
」
を
清
音
と
す
る
説
(
6
九
三
五
〉
等
濁
音
の
例
も
あ
る
こ
と
、
③
「
大
」

)
に
対
し
て
、

(
4
五

の
賛
仰
の
表
現
と
し
て
、

東

に
対
す
る
心
情
的
な
誇
張
を

「
暮
莱
寸
」

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

を
「
タ
」
の
仮
名
に
用
い
る
の
は
異
例
と
す
る
説

に
対
し
て
、

「
田
身
山
名

一寸

の
袖
続
ぐ
三
更
の
」
は
、
湯

王
の

(
8
一
五
四
五
)
の
第
二
・

の
確
か
な
例
は

に
羽
山
め

、sv為
、

し
カ

日

此
云
-
大

三
句
「
三
更
之
五
更
」

の
「
三
更
」

カ
「
ヨ
ヒ
」
と
訓
む
の
を
疑
問
と

務
こ

〈
斉
明
二
年
)
の
例
が
あ
り
、

ま
た
「
大
」

は
「
太
」
と
相
通
の
文
字

さ
れ
、

他
方
(
西
・
代
・
考
・
全
注
釈
等
)
の

「
ヨ
ル
」

の
訓
み
を
支
持
し

と
し
て
混
用
の
傾
向
が
あ
る
か
ら
「
太
寸
」
の
誤
記
で
あ
る
場
合
も
考
え
得
る

て、

「
三
更
之
五
更
」
は
「
ヨ
ル
ノ
ア
カ
ト
キ
」
と
訓
み
、
夜
の
範
囲
内
の
暁

加、田

さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
オ
ホ
キ
ミ
カ
ド
」
と
は
訓
み

い
理
由

と
理
解
し
て
、
牽
牛
が

に
逢
っ
た
の
は
深
更
で
、
そ
の
夜
の

さ

を

の
例
に
よ
っ
て
朝
廷
の
表
門
は
南
門
(
朱
雀
門
)
で
「
東
の
」
と
い

れ
た
。

う
の
は
合
わ
ず
、

「
タ
ギ
ノ
ミ
カ
ド
」
は
泉
水
へ
の
水

ち
口
付
近
の
御
門

「
三
更
」
は
集
中
他
に

の
例
が
あ
り
、

同
じ

コ
ニ
更
」

ヵ:

「
サ
ヨ
フ

で
、
歌
の
作
者
の

カ
参
候
す
る
門
が
「
オ
ホ
キ
ミ
カ
ド
」
と
称
す
る
厳

ケ
・
ヨ
グ
タ
チ
(
ヨ
ク
タ
チ
・
ヨ
ク
ダ
チ
)
」

(
四
四
一
四
一
、

「
夜
三
更
」

し
い
外
郭
門
の
一
つ
で
は
な
く
、
小
門
、
通
用
門
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
説

7
一
一
二
四
も
)
、

「
ヨ
ナ
カ
」

(
9
一
六
九
一
)
、

「
ヨ
ル
・
ヨ
ハ
・
ヨ
ヒ
」

か
れ
、

舎
人
の
日

が
「
島
の
御
門
」
、

分
番
参
候
す
る
門
が

(mニ
二
六
一
一
)

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
内
の
「
ヨ
ヒ
」
と
訓
む
の
に
同
意

「
滝
の
御
門
」
で
、
ま
た
集
団
歌
の
性
質
上

み
継
ぐ
こ
と
は
舎

し
が
た
い
理
由
と
し
て
、
①
夜
の
時
刻
を
初
更
か
ら
五
更
に
五
分
し
、
初
更
は

人
等
の
挽
歌
に
見
ら
れ
、
こ
の
歌
の
二
首
前
で
「
東
の

に
弐
」
v
も
戸
り

戊
の
刻
(
午
後
八
時
前
後
の
略
二
時
間
〉
、

コ
ニ
更
」
は
子
の
刻
ハ
午
前
零
時

へ
ど
」

(
2
一
八
四
)
と
表
現
し
て
い
る
同
じ
門
の
呼
称
に
分
裂
の
あ
る
は
ず

前
後
略
二
時
間
)
、

五
更
は

の
刻
(
午
前
四
時
前
後
略
二
時
間
)
を
い
う
こ

が
な
い
と
説
か
れ
る
。

と
、
②
集
中
で
コ
ニ
更
」
以
外
に
は
「
ヨ
ヒ
」
に
「
タ
・
暮
・
夜
・
初
夜
」

の



文
字
を
用
い
て
お
り
、

「
ヨ
ル
」

(
夜
)
の

に
「
ヨ
ヒ
」
'
も
「
ヨ
ナ
カ
」

花
の

木
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、

「
チ
ル
」

-
散
乱
で
、

一
般
の

も
入
る
が
、

「
ヨ
ヒ
」

(
初
夜
H
初
更
)
と
「
ヨ
ナ
カ
」

(
三
更
)
は
区
別
す

花
(
片
々
と
散
る
〉
に
用
い
ら
れ
る
の
を
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
、

「
ツ
チ
ニ
チ

ベ
会
』
で
、

「
一
一
一
更
」
を
「
ヨ
ヒ
」
と
訓
む
理
由
の
な
い
こ
と
を
説
か
れ
た
。

該
当
歌
の
「
三
更
之
五
更
」
は
コ
ニ
更
」
が
「
五
更
」
に
対
す
る
語
と
し
て

ル
」
の
表
現
を
否
定
す
る
説
に
対
し
て
、

「
地
爾
令
散
者
」

(
8
一
五

O
七
)

の
例
を
反
証
と
し
て
確
定
的
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

使
用
さ
れ
て
い
て
、

コ
ニ
更
」
を
「
ヨ
ヒ
」
と
訓
み
「
三
更
之
五
更
」
を
初
更

氏
t土

孝
氏
の

の
説
を
受
け
、

「
チ
ル
」

は
人
の
相

か
ら
五
更
ま
で
の
意
と
す
る
の
は
釈
然
と
せ
ず
、
男
の
女
を
訪
れ
る
時
刻
は

れ
去

で
、
第
四
・
五
句
を
「
い

く
あ
の

の
梅
が
地
に
散

「
ヨ
ヒ
」
:

で
あ
っ
て
も
、
二
星
の
恋
の
成
立
が
夜
更
け
で
あ
る
場
合

る
、
否
お
互
が
散
り
散
り
に
な
る
な
ど
と
、

い
ふ
こ
と
が
あ
ら
う
か
」
と
解
さ

〈
叩
ニ

O
一
八
、
二

O
二
O
等
)
も
あ
っ
て
珍
し
く
な
い
か
ら
、

「
三
更
之
五

れ

一
首
を
「
男
の
変
心
の
危
慎
を
内
心
強
い
て
忌
避
し
よ
う
と
す
る
自
慰
の

更
」
を
「
ヨ
ル
ノ
ア
カ
ト
キ
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
た
。
ま
こ
と
に
理

作
」
と
捉
え
ら
れ
た
。

に
叶
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、

「
梅
の
花
心
開
市
」
は
、
紀
少
鹿
女
郎
の
一
首

(
8
二
ハ
六
一
〉

ー「

子
依
梅
発
思
歌
|
地
に
将
落
や
も
l
」
は
、
巻
八
冬
の

中
の
「
心
開
而
」
を

「
コ
コ
ロ
ハ
ザ
ケ
テ
」

と
訓
む
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
、

収
め
ら
れ
る
娘
子
の
歌
一
首
、

「
人
見
ず
は
」

はJ

倍
女
郎
の
屋
部
坂
の

(
3
二
六
九
)
に
訓
と

今
の
ご
と
心
を
常
に
念
へ
ら
ば
先
づ
咲
く
花
の
地
に
将
落
八
方

魅
力
的
な
解
釈
を
施
さ
れ
、

「
風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
」
は
、

の

(
一
六
五
三
〉

歌

(
4
四
八
九
〉
の
「
風
」
を
恋
う
主
体

考
え
る
べ
き
で
、

田

の
結
句
に
つ
い
て
の
考
察
で
、

「
落
」
は
集
中
の
例
で
は
「
オ
ツ
・
チ
ル
・
ブ

王
の
歌

(
4
四
八
八
〉
が
「
君
」
を
待
ち
恋
う
の
に
対
す
る
寡

の
趣
を

ノレ
L 

に
用
い
ら
れ
、

V 

'-

に
つ
い

注
の
多
く
が

「
オ
ツ
」

を
と
っ
て

認
め
ら
れ
、

「
恋
ひ
つ
つ
も
稲
葉
掻
き
別
け
」
で
作
者
未
詳
歌
(
叩
二
二
三

「
オ
チ
メ
ヤ
モ
」

で
い
る
が
、
氏
は
「
チ
ル
」
を
と
り
、
結
び
の
四
語

O
)
の
「
家
居
者
」
は
誤
写
説
に
従
っ
て
「
ワ
ガ
ヲ
レ
パ
」
と
訓
む
べ
き
こ

を
「
チ
ラ
メ
ヤ
モ
」
と

む
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
た
。

と

「
家
門
の
あ
た
り
」

は
、
柿
本
人
麻
呂
の

の
歌

(
3
二
五
五
〉
の
注

な
か
で
も
民
の

b土

象

る
「
フ
ル
」
を
除
く
、

i 

オ

記
「
家
門
」
を
「
イ
へ
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
説
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
深
い
洞

ツ
・
チ
ル
」

の
相
違
に
つ
い
て
、

「
オ
ツ
」
は
落
下
で
、

の
例
で
は
合
弁

察
を
一
が
さ
れ
、

「
倉
の
上
の
靖
」
は
「

，心

L 

一

(
民
三
八
三
八

藤
原
芳
男
氏
著

ιー

六一



『
高
葉
作
品
考
』

六一一

ー
九
)
に
新
し
い
解
釈
を
試
み
ら
れ
る
等
、

L 、

か
多
い
。

掛
か
り
に
、
天
平
勝
宝
七
年
の

二
七

O
乃
至
二
八

O
名
、
超
大
国
の

か
、
上
国
で
二
四

O
名
、
大
国
で

三
部
の

の
「
進
上
諸
国
防
人
歌
の
序
列
」
は
、
岸
俊
男
氏
の
防
人

では一一一

O
O名
を
越
え
た
と
推
測
さ

を
文
学
研
究
の
立

か
ら
補
強
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

れ
る
こ
と
、

ヵ:

の

で
あ
る
こ
と
等
を
詳
密
に

巻
二
十
所
収
の

年
(
七
五
五
〉
の

の
作
者
の
地
位

さ
れ
た
。
防
人
歌
の
成
立

の
背
景
の

め
ら
れ
た

で

を
示
ナ
称
呼
に
つ
い
て
、
岸
氏
は
「
防
人
考
」

成
二

特
殊

あ
る
。

昭
三

O
、
後
に
補
訂
さ
れ
て
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
昭
四
一
に

最
後
の

に
於
け
る
記
号
と
し
て
の
一
云
と
或
云
」
は
、

の

)
で
、
国
に
よ
っ
て
若
干
称
呼
に
相
違
は
あ
る
が
、
各
国
の
防

丁・

団

表
記
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
た
も
の
。

t工

丁
(
国
造

)
i助
丁
|
主
帳
丁

ー
(
火
長
)
|
上
丁

異
伝
表
記
の
語
の
う
ち
、

「
一
云
」
と
「
或
云
」
が
、
「
一
本
云
」
・
「
或
本

(
防
人
)
の
関
係
が
成
立
し
て
お
り
、
上

四
の
国
造
丁
・
助
丁
・
主
帳
丁

云
」
と
同
類
か
、

に
基
づ

の
記
号
か
、
作
者
の
一
案
を
示
す
の

の
関
係
は
、

の

• 

-
主
帳
の
関
係
に
も
、

郡
司
の
大
領
・
少

か
、
ま
た
「
一
云
」
と
「
或
云
」
が
同

し
て
区
別
が
な
い
の
か
等
複
雑

領
・
主
帳
の
関
係
に
も
相
当
す
る
と
防
人
集
団
の

• 

明
ら
か
に
さ

な
問
題
を
含
む
が
、
氏
は
「
或
云
」
と
「
一
云
」
が
必
ず
し
も
共
通
の
も
の
で

れ
た
上
、

の
配
列
は
恋
意
的
な
も
の
で
は
な
く
組
織
の
序
列
に
基
づ
く
こ
と

は
な
い
と
、
次
の
点
を
指
摘
さ
れ
る
。

(
常
陸
の
よ
う
に
逆
の
配
列
で
あ
っ
て
も
〉
を
説
か
れ
た
。

(

1

)

 

「
或
云
」
は
、
歌
調
異
同
の
注
記
に
も
用
い
ら
れ
た
が
、
主
と
し
て

は
岸
氏
の
説
に
従
わ
れ
た
上
で
、
①
郡
名
を
記
す
場
合
に
、

一
般
の

左
注
或
は

の
下
注
に
、
作
者

の

防
人
は
「
上
丁
」
の
上
に
記
す
の
に
対
し
、
役
職
の
防
人

の
下
に
記

使
用
し
た
語
で
あ
る
こ
と
、

(

2

)

 

「
一
云
」
は
、
作
者
の
自
記
か
否
か
を
問

の
あ
る
こ
と
、
②
「
上
丁
」
は
上
番
の
兵
士
で
あ
る
(
正
)
丁
(
一
二

わ
ず
、
専
ら
歌
詞
の
異
同
を
注
す
る

合
に
使
用
し
た
語
で
あ
る
こ
と
、
と

か
ら
六

O
歳
ま
で
)
の
謂
で
あ
る
こ
と
、
③
『
寧
楽
遺
文
上
巻
(

者
に
は
明
ら
か
に
使
い
分
け
の
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
上
で
、
異
例
と
見

所
収
の

で
兵
役
を
課
さ
れ

の

四
O
代
は
一
六
%
、
=
一

ら
れ
る
①
左
注

を
付
し
た
ご
云
」

(
8
一
五
二

0
1二
左
注
〉

O
代
は
三
六
%
、
二

O
代
は
四
七
%
と
今
日
の

天
平
十
年
(
七
三
八
)
に
駿
河
国
を
通
過
し
た
七
箇
国
の
旧
防
人
の
記

を
逸
脱
し
な
い
こ
と
や
、

は
、
前
の
長
歌
(
一
五
ニ

O
)
反
歌
〈
一
五
二
一
〉
に
「
一
云
」
の
注
記
の
あ

を
手

る
と
こ
ろ
か
ら
、

に
あ
た
っ
て
左
注
も
同
様
に
記
し
た
と
思
わ



中
六
例
の
、
歌
詞
の

れ
る
こ
と
、
②
人
麻
呂
の
長
歌
に
お
け
る
唯
一
の
異
例
(
1
二
九
)
を
含
む
集

に
関
す
る
「
或
云
」
の
場
合
は
、
編
纂
者
が
作
者
判

明
歌
の
伝
諦
に
よ
る

の
注
記
に
、

(
資
料
木
に
基
づ
く
異
伝
注
記

「
一
云
」
と
区
別
し
て
)
特
に
「
或
云
」
の
記
号
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

れ
た
。
歌
詞
、
作
歌
事
情
の
伝
諦
・
伝
来
の
考
察
に
あ
た
っ
て
指

針
を
示
さ
れ

で
あ
る
。

以
上
、
ま
こ
と
に
拙
い
紹
介
と
感
想
に
終
始
し
、
著
者
に
対
し
て
礼
を
失
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
・
申
し
上
げ
る
。
既
に
高
い
評
価
を
得
て
お
ら
れ

荷
で
あ
っ
た
が
、

に
つ
い
て
、
改
め
て
感
想
め
い
た
こ
と
を
記
す
の
は

文
を
拝
読
し
て
い
る
問
、
一
貫
し
て
実
証
を
揺
が
せ
に
せ

に
申
し
て

ず
に
綿
密
な
考
察
を

ね

で
旺
盛
な
探
究
歓
を
寓
葉
研
究
に
注
ぎ
続
け

ら
れ
る
著
者
の
心
熱
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

特
に
、

「
後
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
の
虚
相

を
求
め
、
人
間
に
対
し
て
暖
か

を
示
さ
れ
る
お
人
柄
が
、
研
究
の
主
題

と
結
び
あ
い
、
ま
た
考
察
の
ふ
し
ぶ
し
に
も
諺
み
出
て
い
る
の
を
感
じ
、
敬
度

な
気
持
で
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 、。

は
古
稀
を
越
え
ら
れ
て
い
よ
い
よ
学
究
の
意
気
が
お
盛
ん
と
閃
聞
す

る。

を
心
か
ら
念
じ
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

匡司

Lョ

ムハ一ニ



O
百
二
十
七
号
を
お
届
け
す
る
。
前
号
と
の
間
隔
が

少
し
縮
ま
っ
た
。
定
期
の
刊
行
ベ
l
ス
に
復
す
べ

く
、
次
号
の
編
集
を
急
い
で
い
る
。
前
途
は
程
遠

い
け
れ
ど
。

O
今
号
が
会
員
諸
氏
の
手
許
に
届
く
頃
に
は
全
国
大

会
が
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
大
会
準
備
に

追
わ
れ
つ
つ
、
後
記
の
筆
を
執
っ
た
。
昨
年
秋
の

大
会
後
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
の
皆
様
に
は
、
き

め
こ
ま
か
な
御
努
力
を
い
た
だ
い
て
来
た
。
特
に

今
夏
の
貴
重
な
休
暇
も
準
備
の
た
め
に
日
を
割
い

て
い
た
だ
く
こ
と
た
び
た
び
で
あ
っ
た
。
大
会
が

無
事
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
ま

ず
は
共
催
校
の
御
厚
意
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

O
台
風
一
過
、
季
節
は
よ
う
や
く
本
当
の
秋
に
移
ろ

う
と
し
て
い
る
。
猛
暑
に
堪
え
て
の
研
績
か
ら
産

み
出
さ
れ
た
、
会
員
諸
氏
の
成
果
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。
数
多
く
の
投
稿
を
お
待
ち

申
し
上
げ
る
。

一
裏
腹
な
る
自
己
弁
護
。

秋
立
つ
や
一
巻
の
書
の
讃
み
残
し
(
激
石
〉

終
ろ
う
と
す
る
長
い
夏
休
み
に
、
淡
い
悔
い
に
似

た
気
分
を
懐
く
の
は
、
が
や
は
り
教
師
だ
っ

た
た
め
か
。

-
雑
誌
の
御
寄
贈
は

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
出
、
学
会

費
の
現
金
ハ
小
切
手
・
小
為
替
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
官
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
「
大
地
」
あ
て
に
お
闘
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定
は
会
員
に
限
る
。

ζ
 

一
、
内
容
は

文。
一

、

分

量

は

と

し

て

四

百

二

十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
比
々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

藁

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
事
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
乙
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
と
し
て
季
刊
「

を
発
行
す
る
・

る
各
分
野
の
研

f麦

。

12 

。
お

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

曲
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

開
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

て
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
五
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。
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